
第１４０８回例会 ２０１４年９月１８日(木)(晴)

司 会 諸星道治幹事

点 鐘 古谷スミ子会長

合 唱 ｢それでこそロータリー｣(伊藤彩夜加さん)

○ 瀬戸 誠副会長が承認され、本日より前の席に座って

頂いております。宜しくお願い致します。

○ １０月は職業奉仕月間です。従業員表彰、基準に合っ

た方がいらっしゃいましたら、９月中に推薦して下さ

い。１０月の理事会で検討いたします。

○ 中学生英語スピーチコンテスト、当クラブでも協賛し

ています。９／２１(日)、文化会館小ホールで開催さ

れます。高橋(幸)、山口国際奉仕正・副委員長と私が

出席しますが、他の会員の方も是非出席して頂ければ

と思います。

○ 会員の佐藤利枝さんが体調を崩され、入退院を繰り返

しており、出席免除願いが提出されました。１０月の

理事会で検討いたします。

○ 新会員を紹介した方へスポンサーバッジが届きました。

原 郁夫君へ贈呈致します。

○ お願い 毎週、例会時には「活動計画書」を持参して

下さい。

○ ガバナー事務所より

① インターアクト年次大会登録のお願い

テーマ 「ＬＩＦＥ～かぎりある命を守るために～」

日 時 １１／２３(日) 10:30～11:00受付

場 所 立花学園高等学校 体育館

足柄上郡松田町松田惣領３０７－２

登録料 一人３，０００円

○ 副会長選任について

副会長に瀬戸 誠さんを選任し、協議した結果、満場

一致で承認された。なお、瀬戸氏の担当する会員増強

・維持委員は継続し、親睦活動委員は木村眞澄氏に変

更する事が承認された。 →承認

○ 職業奉仕委員会 三留委員長より、１０／１６の従業

員表彰について、活動計画書７４ｐ記載の規定に基づ

いて募集を実施する事とし、表彰に値する者がいない

場合には、消防士さん等を表彰したい胸が述べられた。

ただし、公務員を個人的に表彰する事が可能なのか今

後調べ、次回の理事会で審議する事とした。 →検討

○ 親睦委員会 柳川委員長より 歌舞伎座の公演につい

て予定していた４０名の定員枠に２０名しか集まって

いない為、定員数を３０人に変更したい旨が述べられ、

協議した結果承認された。 →承認

会員数 45名
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○ 卓話 加藤君

(米山について)

○ 理事会

出席数 31名

出席率 68.88％

前々回

の修正

68.88％
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[受付文書]

○ 米山記念奨学会より ｢ハイライトよねやま１７４｣

○ 地区大会の出欠について

１０／１０(土) 会長・幹事出席

１０／１９(日) 全会員

バスを用意するため、出欠も記入して

下さい。詳細は後日お知らせ致します。

○ 古谷スミ子さん ｢本日は新会員お二人の卓話です。入

会当時の事を思い出しますが、人生や仕事の上での話

し、学ばせて頂く事がたくさんあると、楽しみにして

おります｣

○ 諸星道治君 ｢スマイルします。朝晩涼しくなりました。

風邪をひかないよう気をつけましょう｣

○ 瀬戸 誠君 ｢スマイルいたします｣

○ 相原 宏君 ｢スマイル委員長が隣ですのでスマイル

します｣

○ 河野治男君 ｢スマイルします｣

○ 前 肇君 ｢早退させて頂きます｣

○ 桐山晃忠君 ｢スマイルします｣

○ 吉田久美子さん ｢本日、初めての卓話です。宜しくお

願い致します｣

○ 諸星常平君 ｢秦野テニス大会、残念ながら３位でした。

あまくありませんが、来年も挑戦したいと思います｣

合計 21,000円

○ ゴルフ同好会 高橋幸雄君

① ｢同好会コンペ｣開催のお知らせ

日程 １０／１５(水)

場所 東京カントリークラブ

② 会費を次週より集めます。

会費 １０，０００円

○ 消防自動車派遣委員会 中島賢治委員長

ラオス友好協会より｢ラオスへ贈呈した消防自動車の贈

呈式｣の案内がありました。贈呈式(ラオスに於)に是非、出

席して下さい、との要望がありました。

○ ｢私の体験談｣ 相原 学君

本日の卓話は、内容は何でもよろしいとの事ですので、

思案致しました結果、最初の赴任地でありますアフリカで

体験した辛かった事などにつきお話をさせて頂きます。

役所に入りまして、所定の研修等も終わり、平穏な日々

過ごしていた、とある日の午後、上司より、直ぐに人事課

に行く様指示がありました。不安な気持ちで敷居の高い人

事課に出頭しましたところ、駆け出しの省員の人事を担当

している人事企画官より、近々、アフリカのタンザニア大

使館に発令するのでその旨用意しておくようにと言われ、

その時、私としましては若干質問したかったのですが、ウ

ンも言わせずとの雰囲気の中で、話は一方的に終わりまし

た。

在外発令されますと、三週間以内に出発しなくてはなら

ず、もう出発準備に大変でした。特に人事課からは出来る

だけ結婚して赴任するようにとの指示もあり、もし、ここ

で結婚しないと婚期を逸してしまうんじゃないかと悩んで

おりましたところ、幸いにも、一緒に行っても良いという

人が現れたものですから、急遽、出発の3日前に秦野市役

所にて入籍だけして単身出発しました。

当時、東アフリカに行くには南周りしかなく、太陽を追

っかけて飛んでいくので、中々日が沈みません。漸くイン

ドのニューデリーで暗くなり、第一日目の宿泊地であるパ

キスタンのカラチ空港に到着した時は既に午前2時を過ぎ

ていました。

翌日カラチからケニアのナイロビ迄はパキスタン航空

を利用するのですが、搭乗しますと、機内は肌の全く違う

人々との乗合で、騒がしい上に体臭もきつく、兎に角これ

が機内に持ち込む手荷物？スーツケースみたいな大きい布

袋を平気で持ち込んで来るんですね。驚きました。今では

卓話

委員会報告

幹事報告

スマイル報告



日本国内どこでも色々な国の方がおられ、全く珍しくあり

ませんが、頭から全身にすっぽり黒い布をかぶったイスラ

ム教徒の方が隣や前後に座っていると、初めて見るもので

すから気持ちが悪くて異様な雰囲気でした。でも、相手も、

私の事をジロジロ見ているんですね。お互いに珍しかった

んじゃないかと思います。そうこうしているうちにアラビ

ア海を通過し、サウジアラビアのジェッダだったと思いま

すが、給油のため立ち寄りました、周囲は一面砂漠ですが、

集落もありました。一体どんな生活をしているのか思いま

したが、でも、よく考えてみれば、彼らはそこで生まれそ

こで育っているんですからこのような環境は何とも当たり

前なんですね。返って不思議がるのがおかしいのかもしれ

ません。しかし、人間は本当に強いんだなと、この一時間

のトランジットでも良い社会勉強をさせていただきました。

ジェッダを飛び立ち紅海を眼下に見ながらエチオピア

を通過し、ケニア領に入った頃には、周囲の異様な光景は

全く気にならなくなり、これがアフリカなんだなと勝手に

納得して、ナイロビ空港に到着した時は妙に腹が座り、逆

に元気が湧いて来た事を覚えております。

ナイロビでまた一泊し、翌日1時間のフライト時間で漸

く三日目にタンザニアのダルエスサラームに到着する事が

出来ました。

余談ですが、ナイロビ空港に到着した際、日本航空ナイ

ロビ支店長であった、小倉 寛太郎（おぐら ひろたろう、

（通称かんたろう）1930年 - 2002年10月9日）さんに出

迎えて頂きました。小倉さんは、元日本航空の反会社側組

合の労働組合委員長であり、後に、山崎豊子氏の著書「沈

まぬ太陽」、1995年（平成7年）から順次発表されました、

「日本航空の内情をモデルとした政官民の癒着構造を暴い

た3編に亘る長編小説」なんですが、小説の映画化では、

渡辺謙さんが演じた主人公の恩地役、このモデルとなった

方が小倉さんでなんですね。皆さんも小説を読まれたこと、

或はこの映画をご覧になった方もいらっしゃると存じます。

小倉さんとは、その後、大使館在任中、親交を深めさせ

ていただきましたが、まさか、あの小説のモデルであった

とは夢にも思いませんでした。でも、ナイロビ支店長時代

の小倉さんは、不毛の地の孤独な勤務環境の中で、強じん

な意思と信念を貫いておられた姿を見ていた私は大いに納

得でき、また、素晴らしい方とお知り合いになれたことは

私の財産となっております。残念ながら小倉さんは2002

年10月肺がんのため他界されました。72歳だったと聞い

ております。ご冥福をお祈りします。

話が、それてしまいました。話をもどしますと、

タンザニアは南緯6度の南半球に位置しますので、日本

と真逆で正月が真夏であります。大使館では毎年正月に在

留邦人の皆様と新年を祝う会を開催するのですが、なんか

調子がでません。真夏でも日中の平均気温は30度程度、冬

は6月～9月ですが平均気温は26度程で大変しのぎやすい

ところです。公用語は英語とスワヒリ語で、アフリカでも

有数の大自然に恵まれています。

皆さんもスワヒリ語でジャンボ、とか耳にされたことが

あるかもしれませんが、こんにちは、とかそう言った声か

けの単語です。スワヒリ語は母音で形成されているため、

我々日本人は発音しやすく、上達もはやいです。

当時、タンザニア日本大使館の館員は、大使以下4名で、

今では全く考えられない人数です。当時、在留邦人は１４

０－５０人くらいだったと記憶しています。松下電器の電

池工場、毛布の工場、カシュウナッツの油で作るブレーキ

オイル工場、タンザニアの国中に派遣されている協力隊員、

ＪＩＣＡから派遣されている農業専門家、色々な方が活躍

されていました。

大使館では、私が一番下でありましたので、担当事務が

多く大変な日々を過ごしました。特に辛かったことは、本

省からの暗号電信解読でした。この作業は相当時間を要し

ます。特に長文が入電すると煩雑な処理のため深夜迄かか

たことも数しれません。兎に角解読するのは大変で辛かっ

た事を思い出します。

更に辛かった事は、時日も流れて私も漸く館務にも慣れ

た頃、日本の文化の紹介のため、広報映画と16ミリの映写

機を積んで地方都市を巡回する予定であったところ、家内

が現地の病院で長女を出産したものの、産後のひだちが悪

く、急遽入院することになってしまい出張を断念せざるを

えなくなったことから、出張に同行する予定であった友人

のスワヒリ語研修生も予定を変更することになり、在留邦

人の日本商社駐在員と共に車でナイロビに出発したのです

が、３日後、ナイロビの帰り道、単独交通事故で二人共即

死との悲報が入ってきました。現地警察からの連絡によれ

ば、見とうしの良い直線道路であったが、居眠り運転らし

く、路肩にコースが外れた際、運悪く大きな窪みがあり、

そこに突っ込みそのまま、何回転かした由。両名とも車外

に放り出され、道路は閑散として車の往来はほとんどなく、

発見された時は既に両名の息はなかった旨報告がありまし

た。

彼は独身で、1年後に私の後任として大使館に着任予定

でありました。東北大学に学び非常に優秀な青年であった

故に大変残念でなりません。また、彼と同行した商社マン

は単身赴任中で、日頃より私達とも大変親しくしてお付き

合いさせて頂いており、旅行直前に１ヶ月前に生まれたば

かりの長男の写真をみせてくれた事が一層悲しみが増し悔

やまれてなりません。



事故現場はアフリカの最高峰であるキリマンジャロ山

（5895ｍ）の近くで、ダルエスサラームからキリマンジャ

ロ周辺まで約６００キロ、車で約7時間半程度かかります。

館員と在留邦人有志の方が遺体を引取りに行っていただき、

病院の遺体安置室に保管し、ご家族が到着されてから荼毘

に付して盛大な葬儀を行いました。荼毘に付された遺骨は、

大方現地に残ってしまっていて全て持って帰る事は出来ま

せん。そのことがいまでも気になって仕方ありません。

他にも辛かった事としては、キリマンジャロ山頂での邦

人男性のミイラ化した遺体の収容などがありました。

他方、最大の喜びとしては、長女が誕生したこともさる

ことながら、それまであまり考えたことが無かった物の大

切さ、健康の尊さ、人間関係の大事さを知る事ができ、私

の歩んでいくべき人生の方向性を大いに決定づけた３年数

ヶ月のタンザニア生活に感謝している昨今であります。

大変取りとめのない話になってしまいましたが、お聞き

いただき有難うございました。

○「J:COMについて」 吉田久美子さん

㈱ジュピターテレコムは 1995 年に設立された、国内最

大手のケーブルテレビ事業・番組供給事業統括会社です。

ケーブルテレビ事業は、全国約500万世帯のお客さまにケ

ーブルテレビ、高速インターネット、固定電話等のサービ

スを提供。

2013年12月には、業界第2位のJCNグループを連結子

会社化し、現在は全31社74局となりました。

全国でサービスにご加入いただいている世帯数は502万

世帯、コミュニティチャンネルをご視聴いただくことが可

能な世帯数は2014年6月末で1,324万世帯となり、企業様

には広告媒体の1つとして活用いただいております。



また、テレビサービスご加入でご希望される方にお届けし

ている『ジェイコムマガジン』の発行部数は2014年4月末

時点で287万部となっており、こちらも折りこみ等で広告

媒体の1つとして活用されております。

㈱ジェイコムイースト秦野・伊勢原局（J：COM秦野・伊

勢原局）は、2010年8月1日に開局し、今年5年目を迎え

たばかりの局です。秦野・伊勢原局では、次にご紹介する

コミュニティチャンネルを約5万6千世帯でご視聴いただ

くことが可能となっております。

J:COM のサービス地域は、北は北海道から南は九州まで

で､無料でお届けするコミュニティチャンネルでは、各地域

に密着したオリジナル番組を編成し、地域コミュニティ情

報の発信源の役割を担い、まちのイベントやおすすめスポ

ットなど生活情報から、地元の歴史や自然、人間ドキュメ

ント、最新のエンタメ情報まで。心がけているのは、「楽し

い」だけではない、視聴者の皆さまが主役となれる、地域

密着の番組づくりです。2011年 3月11日の東日本大震災

のあとは、被災者の皆さまの生活のためには、今どんな情

報が必要なのかを最も大切に考え、番組を放送しました。

秦野市でご視聴いただける「地域に密着したオリジナル番

組」の一部をご紹介します。

◆サタデーファイトフィーバー：神奈川県内の各市町同士

がプライドをかけて対決する、土曜日12:30～1時間の生放

送番組で秦野市は、3回出場1勝2敗。9/27(土)には、“第

67 回秦野たばこ祭”で藤沢市と対決。放送は同日 19：00

～。“第67回秦野たばこ祭”は、特別番組として収録し再

放送を含め5回放映されます

◆夕なび：月～金曜日18:00～1時間でおおくりする生放送

番組。(再放送は当日 23:00～)秦野市のエリア情報もお届

けします。9月21日の「秦野市中学生英語スピーチコンテ

スト」もトピックスとして放送予定です。

◆かながわ情熱アスリート：神奈川県内で活躍する未来の

地元トップアスリートを応援するスポーツドキュメンタリ

ー番組です。

◆神奈川県高等学校野球秋季大会：夏季大会では､第3回戦

以降の平塚球場での全試合を生中継､出場校の学校紹介も

放映。9月27日～28日は「神奈川県高等学校野球秋季大会」

準決勝・決勝の模様を生中継でお届けします。

これからも各地域に密着したオリジナル番組を編成し、

地域コミュニティ情報の発信源の役割を担っていきます。



J:COM は地域サービス事業者として、また放送事業者と

して、企業の社会的責任（CSR）を重要なものと捉えていま

す。実施にあたっては（1）J:COMが企業の責任として取り

組む活動、（2）お客さまとともに地域で取り組む活動、の

2 種類の活動を推進しており、後者を「ニコロジー活動」

の愛称で実施し、地域やお客様に参加を呼びかけています。

2013年度は、秦野を含め一部の地域で雨天中止となりまし

たが、全国で9月8日(日曜日)～11月24日（日曜日）の

間、28箇所で実施し合計2.6トンのゴミを回収をしました。

また、一般参加者ひとりにつき100円を東日本大震災復興

支援の義援金として、J:COM グループから岩手・宮城・福

島県災害対策本部へ合計33万円の寄付を行いました。

今年も、「CLEAN UP OUR TOWN2014」を秦野・伊勢原局では

10月19日(日)に、秦野市中央運動公園で10:00～11:00の

間で清掃活動を行います。

その他の主なJ:COMが展開する地域活動をご紹介します。

J:COM は大きく分けて2 種類の募金を実施しています。

ひとつは、日本ユニセフ協会への常設募金、もう一つは、

大きな自然災害が発生した際に復興支援を目的に実施する

期間限定の募金で、募金は「募金 オン デマンド」で受け

付けていますが、自然災害発生時の復興支援募金に関して

は､J:COM 局舎などに設置した募金箱でも併せて受け付け

ています。

「募金 オン デマンド」とは、J:COM サービスのひとつ

「J:COMオン デマンド」のシステムを活用した募金で、当

該コンテンツをご購入いただくと、代金のうち消費税を除

くすべての収益が J:COM を通じ募金として寄付され､リモ

コンひとつで簡単に募金申込ができ、募金額は月々のサー

ビスご利用料金と一緒にお支払いただけるため、利便性の

高い募金の方法です。

秦野・伊勢原局では、これから取り組んでいく活動です

が、J：COMでは、シニア層を中心としたサービス地域の皆

さまの、地域コミュニティ活動参加を支援する「いきいき

プロジェクト」を2006年から実施しています。プロジェク

トの中心は、各地域で「コミュニティ担当」として登録さ

れたお客さまで、全国で約660名以上の方が活躍していま

す。

また、J:COM は街を走る営業車両、工事車両に「防犯パ

トロール」のステッカーを貼付しています。秦野・伊勢原

局では今秋、秦野警察署、伊勢原警察署と防犯協定を締結

させていただく予定です。営業員や工事班など、地域を回

る業務のスタッフは、一人ひとりが防犯意識を強くもち、

犯罪の未然防止を目的とした活動を日常的に行っています。

また、地域の警察署および防犯協会と連携し、各地域で防

犯のお知らせをお届けするなど、安心・安全な街づくりを

お手伝いします。


